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Ⅰ はじめに
1. 問題の所在

• 商業構造が変わり大型店が郊外に立地したことによっ
て、人々の購入先は変わっていった

• 生田（1979）や戸所（1981）は、消費者の購買行動の
変化を検討する際、商業構造の変容だけではなく、消
費者のライフスタイル変化を見る必要があると指摘。
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Ⅰ はじめに
2. 研究目的

• 大型店の出店を機に商業構造の変容していく中で、従
来の購買行動がいかに変化したか、その要因を検討す
る。

〈研究の手続き〉

• 商業構造を明らかにする

• 消費者のインタビューから消費行動の変化について分
析する。
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Ⅱ  小矢部市における商業の外観
1. 商業の歴史的発展
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• 石動は金沢と富山の中間
地点にあり、宿場町とし
ての性格。茶屋、飲食店、
遊女屋などが多く立地し
ていったことから商業的
機能が発展。

• 近代以降においては工場
や国道が通り発展。

• 国道の移設や、都市整備
により郊外化。

Ⅱ  小矢部市における商業の外観
2. 個人店舗および大型店舗における開業年
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Ⅱ  小矢部市における商業の外観
3. 現在の商業の外観
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小地域 店舗名称 開店年 店舗面積(m^2)

泉町 サクラ木工（株）展示場 1967年 1013

石動町 （石動地区）谷口家具センター 1973年 724

本町 トーカマートプラザ　小矢部店 1974年 3728

八和町 石村家具店 1975年 649

石動町 （石動地区）（株）Aコープおやべ 1975年 1454

石動町 （石動地区）島三家具 1975年 510

本町 （石動地区）津田家具店 1976年 1127

石動町 （石動地区）ショッピングプラザすずらん 1982年 832

桜町 カーマホームセンター小矢部店 1994年 2883

本町 （石動地区）ファミリーセンタータカヨシ小矢部店 1996年 999

芹川 小矢部ショッピングセンターラミー 1997年 4766

綾子 シメノドラッグ小矢部店 1997年 974

埴生 サンキュー小矢部店 1998年 1419

西中野 三井アウトレットパーク小矢部 2015年 22700

桜町 アルビス小矢部店 2015年 2453

西中野 コメリホームセンター小矢部店 2017年 3927

表3　小矢部市内大型店開店年及び店舗面積一覧

(小矢部市史,　全国大型店総覧,　市勢のあゆみより作成).
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Ⅱ  小矢部市における商業の外観
4. 中心商店街の業種構成と業態変化
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図５

Ⅲ  大型店出店前後における購買行動の変化
1. 大型店の出店前における購買行動

• 出店前は商店街を選んでいた。

• また、回答者が学生時代は商店街で寄り道をしていたことがわ
かった。
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ID 性別 年齢(代） 居住歴 居住地地区
A 男性 80 年齢に同じ 石動地区
B 女性 70 年齢に同じ 石動地区
C 男性 70 年齢に同じ 石動地区
D 女性 70 年齢に同じ 石動地区
E 女性 70 年齢に同じ 石動地区
F 男性 70 年齢に同じ 石動地区
G 女性 60 年齢に同じ 石動地区
H 女性 50 高校まで 石動地区
I 男性 50 年齢に同じ 石動地区

表４　聞き取り調査回答者属性

(聞き取り調査により作成).

Ⅲ  大型店出店前後における購買行動の変化
2. 大型店の出店以降における購買行動

• 消費者にとって商店街を買物先として選ぶ優先順位は低くなって
いった。

• また、大型店で売っていなかったら商店街に行くといったことな
どの背景から、消費者は商店街で購入する機会を減らしていった。

• モータリゼーションによって、小矢部市民の行動量は広がって
いった。駐車場を完備した店舗を購買先として選ぶことが消費者
にとって必須となっていった。それに対して駐車場が十分完備さ
れていない中心商店街は、利用するにあたって不便な商業施設と
なっていった。
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Ⅳ 消費者における大型店選好の要因

• 購買先が変化した要因は、新規に店舗が出店したことではない。

• モータリゼーションによる消費者自身のライフスタイルの変化
が大きいと考えられる。

• モータリゼーションによって、駐車場を完備した店舗を購買先と
して選ぶことが消費者にとって必須となっていったことに対して
駐車場が十分完備されていない中心商店街は、利用するにあたっ
て不便な商業施設となっていったため、衰退していったといえる。
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Ⅴ おわりに

大型店の出店を契機に個人商店は存続の危機にさらされ
ている。その打開策として個人商店は、サービス・販売方
法の多様化をはることで存続しているといえる。固定客に
よって支えられている店舗が多いことから、大型店では対
応できないようなサービスを消費者に提供することで、顧
客流出を防いでいる。富山県の特産品を扱うなど、地域の
行事ごとで利用する必要があるようなサービスを提供する
ことで大型店との差別化を計っている。このように、大型
店では真似できない、きめ細かいサービス等を商品を販売
する上で行う事が、これからの個人商店が存続する上で大
切なことであるといえる。
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